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平成27年度

決算が
まとまりました
皆さんの
診療状況・健診結果
をご報告します

インフルエンザ
予防接種のご案内



前年度に続き黒字となるも、
今後は厳しい見通し

去る7月13日（水）に開催された
第119回組合会で、当健保組合
の平成27年度決算が審議され、
可決・承認されました。

介護保険収入
繰 越 金
繰 入 金
雑 収 入
合　　　　計

806,309
30,000
10,000

88
 846,397

 84,140
3,131
1,044

9
88,323

科　目 決算額（千円）
介護保険第 2 号
被保険者たる被保険者等
1 人当たり額（円）

介 護 納 付 金
介護保険料還付金
合　　　　計

790,553
21

790,574

82,495
2

82,498

科　目 決算額（千円）
介護保険第 2 号
被保険者たる被保険者等
1 人当たり額（円）

準 備 金
合　　　　計

4,863
4,863

種　別 金　額（千円）

〈収 入〉

〈支 出〉

〈決算残金処分内訳〉

充実した
健康づくり事業を実施

被保険者やご家族の
健康づくりのための保健事業費は、

2億2,351万円を支出、
別掲のような事業を
実施しました。

平成27年度 　決算がまとまりました

　
年
度
は
中
国
経
済
の
減
速
や
原
油
安
、
年
明
け
以
降
の

円
高
・
株
安
等
、
景
気
の
先
行
き
に
不
透
明
感
が
広
が
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
収
入
が
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、
支
出
で
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
納
付
金
が
減
少

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
続
き
経
常
収
支
で
も
黒
字

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

収
入
の
柱
と
な
る
保
険
料
は
、
被
保
険
者
数
や
標
準
報
酬

月
額
等
が
予
算
見
込
み
を
上
回
り
、
前
年
度
に
比
べ
８
、

８
０
０
万
円
（
１・０
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
（
医
療
費
）
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

や
高
額
医
薬
品
の
保
険
収
載
等
の
影
響
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
２
億
８
、３
０
０
万
円
（
６・
７
％
）
と
大
幅
な
増

加
と
な
り
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は
25
万

円
を
上
回
り
ま
し
た
。

納
付
金
は
２
億
７
、６
０
０
万
円
（
△
７・５
％
）
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
が
、
年
度
ご
と
の
増
減
が
激
し
く
、
28

年
度
予
算
で
は
一
転
し
て
約
２
億
円
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

決
算
残
金
は
１
億
円
を
28
年
度
予
算
に
繰
越
し
、
残
り
の

５
億
７
、３
０
０
万
円
を
別
途
積
立
金
と
し
て
保
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
、
高
額
新
薬
な

ど
に
よ
り
増
え
続
け
る
納
付
金
や
医
療
費
に
備
え
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
が
厳
し
い
な
か
、
健
保
組
合
で
は
、
デ
ー

タ
分
析
に
よ
っ
て
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
効
果
的
な
事

業
を
行
い
医
療
費
の
節
減
を
目
指
す
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
は
皆
さ
ん
の
健
診
デ
ー

タ
の
蓄
積
が
不
可
欠
で
す
。
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

年
に
１
度
必
ず
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
活
用
な
ど
、
医
療
費
の
節
減
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

27

平成27年度に実施した 
「健康づくり事業」

健康情報の提供
・機関誌「健保だより」の発行（年4回）
・ポスター・パンフレット等の配布（3回）
・健康者へ記念品の贈呈（6月）
・健保連との共同保健宣伝（随時）
・ホームページによる情報提供
・ジェネリック医薬品のお知らせ（4、10月）
・基本保険料に対する保険給付費の割合
についてのお知らせ（6月）

・医療費のおしらせ（3月）

健康診断と疾病予防
・生活習慣病予防健診（4～12月）
・春季婦人生活習慣病予防健診（4～7月）
・人間ドック（4～12月）
・インフルエンザ予防接種（10～1月）
・脳ドック等の割引健診（年間）
・特定健康診査（4～12月）
・特定保健指導（年間）
・家庭用常備薬品の配布（11月）

保養と健康づくり
・プール施設利用補助（7～9月）
・健康づくりセンター「へるすぴあ」〔電設
工業健保組合の施設〕と契約（年間）

・契約保養施設〔JTB契約保養所、直接
契約保養所、国民休暇村〕（年間）

・共同利用保養所の利用（年間）
・スポーツクラブ「ルネサンス」との法人
契約（年間）

収　入　総　額	 89億9,784万5千円
支　出　総　額	 83億2,448万円
決 算 残 金 	 6億7,336万5千円
経常収支差引額	 	4億5,841万1千円	

健康保険

介護保険

　27年度は介護保険収
入8億630万9千円に
対して、国に納付する介
護納付金が7億9,055
万3千円となりました。
決算残金は繰越金・準備
金といたしました。

健保組合は、国の介護
保険の保険料の徴収・
納付を代行しています

グラフで見る平成27年度決算グラフで見る平成27年度決算
●事務費
　1 億 1,500 万 5 千円
　（6,439 円）

●保険給付費
　44 億 7,740 万 3 千円
　（25 万 694 円）

●保健事業費
　2億2,351万円
　（1 万 2,515 円）

●財政調整事業拠出金
　1億406 万円
　（5,826 円）

●還付金・連合会費・
　積立金・その他
　1,436 万 9 千円
　（804 円）

●保険料
　86 億 4,459 万 6 千円
　（48 万 4,020 円）

●調整保険料
　１億 415 万 8 千円（5,832 円）

●繰越金
　5,000 万円（2,800 円）

●財政調整事業交付金
　１億 4,036 万 6 千円（7,859 円）

●国庫負担金・国庫補助金・雑収入
　 5,872 万 5 千円（3,288 円）

●納付金
　33 億 9,013 万 3 千円
　（18 万 9,817 円）

皆さんの健康づくりの費
用。前年度比6.5％増

前年度比1.0％増

支出総額
83億2448万円

（　　　　 ）被保険者１人当たり
46 万6,096円

収入総額
89億9,784万5千円
（　　　　 ）被保険者１人当たり

50 万 3,799 円

高齢者医療を支えるために現
役世代の健保組合等に納付が
義務づけられた費用。前年度
比7.5％減

被保険者やご家族の皆さんの医療
費・給付金に。前年度比6.7％増

〈決算残金処分内訳〉

28 年 度 へ の 繰 越 金
財政調整事業繰越金
別 途 積 立 金
合 　 　 　 　 計

種　別 金 額（千円）
100,000

198
573,166
673,364
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皆さんの診療状況・  健診結果をご報告します

　
当
健
保
組
合
で
は
、
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被

保
険
者
、
被
扶
養
者
を
対
象
に
健
診
を
実
施
し
て

お
り
（
特
定
健
康
診
査
は
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の

被
扶
養
者
が
対
象
）、

①
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

②
人
間
ド
ッ
ク

③
春
季
婦
人
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

④
特
定
健
康
診
査

の
４
コ
ー
ス
か
ら
、
ご
自
分
に
あ
っ
た
健
診
を
選

ん
で
受
診
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
受
診
者
数
の
増
加
が
こ
こ
数
年
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
27
年
度
も
前
年
度
を
上
回
る
加
入
者

の
方
が
受
診
さ
れ
て
お
り
、
受
診
者
数
は
、
前
年

度
比
３
６
４
人
増
の
１
０
、５
６
９
人
（
特
定
健
診

38
名
を
含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
主
様
や
加

入
者
の
皆
さ
ま
の
健
康
へ
の
意
識
の
高
ま
り
を
反

映
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
コ
ー
ス
別
で
見
て
み
る
と
、
最
も
受
診
者

数
が
多
く
受
診
者
の
伸
び
が
大
き
い
健
診
は
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
で
す
が
、
春
季
婦
人
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
と
も
に
前
年
度
よ
り

も
受
診
者
人
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
傾
向
は
、
全
健
診
結
果
の
比
率

で
「
異
常
な
し
」「
要
観
察
」
の
合
計
が
、
前
年
度

の
割
合
よ
り
も
１・
５
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
減
少
し
て
お

り
、「
要
治
療
」「
継
続
治
療
」
の
合
計
も
、
前
年
度

よ
り
も
０・
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

分
、
要
二
次
検
査
の
方
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
健
保
組
合
か
ら
の
お
願
い
で
す
が
、
健
診
結
果
が

「
要
二
次
検
査
」
と
な
っ
た
場
合
は
、
再
検
査
を
必

ず
受
け
て
い
た
だ
き
、
疾
病
予
防
・
重
症
化
予
防
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
健
康
診
断
を
「
健
康
状
態
を
確
認
す
る
チ
ャ
ン
ス
」

と
考
え
て
い
た
だ
き
、
健
保
組
合
の
健
診
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、昨
年
は
健
診
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
方
も
、今
年
度（
12
月
ま
で
）の
健
保
組

合
の
健
診
を
活
用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
健
康
保
険
組
合
は
皆
さ
ま
の
健
康
を
応
援
し
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成27 年度  各種健診の結果

受診者
10,569人

異常なし
        2,010 人
     （19.0％）

　　　2,709 人
 （25.6％）

要二次検査

    要治療・
    継続治療　
　　　2,325 人
    （22.0％）

受診者
7,176人

要観察
2,286 人
（31.8％）

要二次検査
 1,924 人
（26.8％）

　　 要治療・
　　 継続治療　
　　　1,505 人

（21.0％）

要観察
608 人

（36.8％）

要二次検査
499 人

（30.2％）

要治療・
継続治療

467 人
（28.2％）

要観察
616 人

（36.2％）

要二次検査
284 人

（16.7％）

348 人
（20.5％）

要治療・
継続治療

受診者
1,654人

受診者
1,701人

生活習慣病健診
（35 歳以上の被保険者・被扶養者）

人間ドック 春季婦人生活習慣病予防健診
（35 歳以上の女子被保険者・被扶養者）

健診全体

3,525 人
（33.4％）

  要観察

異常なし
1,461 人
（20.4％）

異常なし
80 人

（4.8％）
異常なし

453 人
（26.6％）

（特定健診の項目のみの受診者を除く）

（ ）　  35 歳以上の被保険者、
40 歳・50 歳の被扶養配偶者
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健診全体

受
診
状
況

健
診
結
果

前年度比364人増の10,569人の皆さんが受診されました

平成27 年度  高額医療費の内訳
　平成27年度の保険給付費につきましては、前年度比で2憶8,260万円、6.7％
の大幅な増加となりました。
　健保組合では、レセプトをもとに医療費の動向を分析し、ジェネリック医薬品の
使用促進により、増大する医療費を少しでも節減できる方法がないか探っています。
　平成27年度の医療費の集計がまとまりましたので、そのなかから月額の上位と、
金額別件数の推移をお知らせします。

　本人・家族別に、上位10件までをご紹介します。
　医療技術の進歩に伴い、医療費が高額化する傾向にあります。27年度は、500万円
を超えているものが10件あり、そのうちの4件は800万円を超えています。

　平成27年度は、1カ月100万円以上の医療費が400件となっています。前年度に比べ34件の増加となっております。

　生活習慣が原因で発症する病気もあります。その病気は、生活習慣を見直すことで防ぐことができるかもしれません。
　ご自身の健康管理に健保組合の健診を活用していただき、病気の早期発見と医療費の節減にご協力くださいますよう
お願いします。
　また、「長く不調が続く」「市販薬を飲んでも症状が改善されない」などの場合には我慢せずに、医療機関で診療を
受けていただくようお願いします。

本人 家族《平成27年度の高額医療費の月額上位一覧》

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

金　額（円） 主 疾 病 名
8,736,580
7,249,730
6,803,310
6,440,380
5,649,590
5,187,540
5,151,960
4,952,770
4,485,210
4,364,480

開放性肝損傷
腹腔内出血
腹腔内出血
胸腹部大動脈瘤
解離性大動脈瘤
胸部大動脈瘤
心室頻拍
くも膜下出血
血友病Ａ
膠芽腫

8,498,270
8,495,930
8,485,400
4,453,270
4,418,920
4,296,080
4,250,980
4,244,880
4,244,150
4,244,150

血友病Ｂ
血友病Ｂ
血友病Ｂ

急性硬膜下血腫
胸椎側弯症
白血病
血友病Ｂ
血友病Ｂ
血友病Ｂ
血友病Ｂ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

金　額（円） 主 疾 病 名

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

金　額（円） 年齢 年齢主 疾 病 名
7,381,660
6,448,010
6,445,680
5,963,890
5,510,980
5,236,090
4,700,850
4,518,740
4,308,000
3,876,500

急性骨髄性白血病
急性大動脈解離
心室細動
急性大動脈解離
解離性大動脈瘤
急性骨髄性白血病
急性骨髄性白血病
急性側壁心筋梗塞
側頭葉膠芽腫
播種性血管内凝固

16,022,430
8,333,860
8,298,320
8,256,700
8,256,700
8,247,180
6,973,960
5,109,430
5,102,000
5,100,090

大血管転移症
先天性心疾患
血友病B
血友病B
血友病B
連合弁膜症
原発性硬化性胆管炎
心室中核欠損症
若年性突発性脊柱側湾症
第4脳室腫瘍

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

38
63
54
54
53
39
38
61
57
38

0
0
14
13
14
70
44
0
16
10

金　額（円） 主 疾 病 名

本人 家族《高額医療費の金額別件数》

291
112
19
6
2
2
432

20年度
282
115
22
3
1
0
423

21年度
284
127
21
10
3
4
449

22年度
50 万円～100 万円未満

 100 万円～200 万円未満
 200 万円～300 万円未満
 300 万円～400 万円未満
 400 万円～500 万円未満
 500 万円～

合　　計

352
91
16
5
2
0
466

20年度
328
92
27
8
1
2
458

21年度
360
142
19
3
2
1
527

22年度
50 万円～100 万円未満

 100 万円～200 万円未満
 200 万円～300 万円未満
 300 万円～400 万円未満
 400 万円～500 万円未満
 500 万円～

合　　計

127
34
8
3
6
178

25年度
149
22
8
2
3
184

26年度
168
29
15
3
7
222

27年度
 100 万円～200 万円未満
 200 万円～300 万円未満
 300 万円～400 万円未満
 400 万円～500 万円未満
 500 万円以上

合　　計

115
26
10
8
9
1
169

25年度
132
25
11
9
5
0
182

26年度
117
34
8
16
3
0
178

27年度
　 100 万円～   200 万円未満
　 200 万円～   300 万円未満
　 300 万円～   400 万円未満
　 400 万円～   500 万円未満
　 500 万円～1,000 万円未満 
 1,000 万円以上

合　　計

高額医療費の月額上位10 ……4 件が 800 万円超

高額医療費金額別件数 …… 1カ月で 100 万円以上の医療費が 400件
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〜健康管理のご努力を称え、
　　　　記念品を贈呈しました〜
　当健保組合では、健康管理に努めて1年間に1度も保
険診療を受けなかった被保険者を、毎年表彰しています。
　今年度もこの6月に、平成27年1月～12月の1年間、
病院・診療所に通院しなかった被保険者の方々711人を
「すこやかさん」として表彰し、記念品を贈呈いたしました。
　皆さまの健康に対する日々の配慮には、敬服いたします。
被保険者の皆さまには、今以上に健康管理にご留意いただ
き、より多くの「すこやかさん」が誕生されることを祈念
しております。

参加
無料

　都内の総合健保組合で組織する東京都総合組合保健施設振興協会（東振協）では、
皆さまの健康づくりをサポートするため、毎年、健康フェスティバルを開催しています。
今年も、下記のイベントが実施されます。ご家族でぜひご参加ください。

健康フェスティバル2016

100人
200人
200人
200人
500人
600人
600人
600人
600人
600人
600人

3,800人
150人

血管年齢・血圧測定
骨密度・体脂肪測定
健康相談等

（4 日間）
健康講演会　立川 らく朝氏

ウォークラリー（6 日間）

ウォーターフェスティバル
スポーツクラブフェスタ

10月11日（火）
10月15日（土）
10月18日（火）
10月28日（金）
10月11日（火）
10月  2日（日）
10月  8日（土）
10月10日（祝）
10月16日（日）
10月22日（土）
10月30日（日）
10月23日（日）
10月24日（月）

健康講演会　大手町サンケイプラザ
立川商工会議所（歯科チェック有）
健保連・東京連合会（新宿区）
健保連・東京連合会（新宿区）
大手町サンケイプラザ
横浜みなとみらい21
鎌倉
昭和記念公園
高尾山
天覧山（埼玉県飯能市）
清水公園（千葉県野田市）
東京サマーランド（あきる野市）
スポーツクラブルネサンス（両国）

イベント

開催
イベント

開催日 会　場 定　員

年齢別の内訳は…

今年も誕生しました！

711人の「すこやかさん」

※各イベント会場へのお電話はご遠慮ください。

東振協主催

●申込書および詳細……東振協ホームページ　http://www.toshinkyo.or.jp/event
●参加申し込みは……�参加申込書に、82円切手を貼付した返信用封筒を添え、東振協・フェスティバル事務

局へご郵送ください。

70歳代
0.6%

10歳代
0.3%

20歳代
14.4 %

30歳代
18.7 %

40歳代
32.3 %

50歳代
23.6 %

60歳代
10.1%

711人
合 計

平成27年  健康者表彰

今年も開催します
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　健保組合は、社会保障分野の健康保険の事務を行う機関として個人番号を扱うことが
「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（以下「番
号法」という。）」第9条第1項に定められております。
　また、当健保組合に加入されている被保険者・被扶養者の個人番号は、番号法第14
条第1項および健康保険法第197条の規定により、事業主経由で提供を受けることが
できることになっております。
　しかしながら、当健保組合としましては、事業主に事務処理やセキュリティー管理面
で多大なご負担がかかることを考慮し、全ての個人番号の収集を事業主にお願いするこ
とはせず、番号法第14条第2項による、地方公共団体情報システム機構から提供を受
ける方法を利用し、その方法でデータを取得することができない加入者についてのみ、
事業主を通して提供いただくことで、個人番号を取得することを予定しております。
　ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　健保組合でのマイナンバーの利用目的は、「健康保険法による保険給付の
支給決定のための確認事務及び被扶養者資格確認事務等」としています。
　また、将来的に見込んでいるマイナンバー利用のメリットは次のとおりです。

一貫性のある情報管理に
よるサービス向上が期待
できる

給付調整等業務の
負担軽減

機関間での問い合わせに
係る業務負担の軽減・時
間短縮等の効率化

正確な情報管理

社会保障制度間の調整の簡素化

情報連携による情報照会の迅速化

マイナンバーを用いて医療保険資格の異動手続をより正確に行う
ことが可能となる。

社会保障制度間において情報連携が図れることにより、被保険者
に対して適正な社会保障制度の給付が可能となる。

社会保障・税制度に係る機関からの求めに応じて業務上必要な情
報の即時照会が可能となる。

健保組合でも

マイナンバーの利用が
始まります

平成29年
1月から

情報連携が進み、より便利に

7



なるほど 得なるほど 納

血中に尿酸という物質が増えすぎる ｢高尿酸血症」。その
一部の人に起こるのが激痛を伴うことで知られる「痛風」
ですが、尿酸値が高い状態が続くと、動脈硬化や腎障害
等を引き起こすことがわかってきました

　尿路結石は、腎臓や尿管など、尿の通り道に結石ができるもので、強烈な痛
みや血尿等を起こします。尿中の尿酸の濃度が高くなると「尿酸結石」ができ
やすくなります。

　腎臓は関節の次に、尿酸が結晶化しやすい部位です。腎臓に結晶がたまって
いくと、腎機能が徐々に低下していきます。これを「痛風腎」といいます。ま
た高尿酸血症の場合、尿酸が多く溶け込んだ血液をろ過しなければならないの
で、腎臓に負担が大きくなり、慢性腎臓病（CKD）の要因になります。

　腎臓は血圧の調整にも深くかかわっていることから、高尿酸血症と高血圧は
合併しやすいと考えられています。

　高尿酸血症があると、糖尿病の予備群ともいえる耐糖能異常を合併しやすい
といわれています。尿酸値が上がりやすい生活習慣は、過食やアルコールの飲
みすぎ、運動不足、肥満などで糖尿病の危険因子ともほぼ一致しています。

　高尿酸血症と関係が深い高血圧や高血糖などによる間接的要因のほか、尿酸
によって血管に炎症が起こり、それがきっかけとなって動脈硬化が進むのでは
ないかといわれています。

尿路結石

痛風腎 ・慢性腎臓病（CKD）

高血圧

糖尿病

動脈硬化

　
尿
酸
が
血
液
に
溶
け
き
れ
な
く
な
る
と
、
関

節
内
で
尿
酸
が
結
晶
化
し
始
め
る
。
結
晶
化
し

て
沈
着
し
た
尿
酸
結
晶
の
か
た
ま
り
か
ら
、
結

晶
が
は
が
れ
る
と
、
白
血
球
が
異
物
と
み
な
し

て
攻
撃
す
る
（
炎
症
反
応
）。
こ
れ
が
、
風
が

吹
く
だ
け
で
痛
い
と
い
わ
れ
る
「
痛
風
発
作
」。

痛
風
発
作
が
起
こ
る

　
高
脂
肪
・
高
た
ん
ぱ
く
の
食
品
や
ア
ル
コ
ー

ル
の
と
り
す
ぎ
、
激
し
い
運
動
、
肥
満
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
理
由
で
尿
酸
が
作
ら
れ
す
ぎ
た

り
、
体
外
に
排
泄
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

血
液
中
の
尿
酸
が
増
え
る
。

尿
酸
が
過
剰
に
な
る
（
高
尿
酸
血
症
）

　
細
胞
の
新
陳
代
謝
、
体
や
内
臓
を
動
か
す
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
な
ど
で
体
内
で
プ
リ
ン
体
が
使

わ
れ
る
。
プ
リ
ン
体
は
肝
臓
で
分
解
さ
れ
「
尿

酸
」
が
作
ら
れ
る
。

尿
酸
が
作
ら
れ
る

尿酸値対策
食生活だけでは不十分

　食品に含まれるプリン体から作られる尿酸
は全体の約 2 割。残りの 8 割は体内で作ら
れたプリン体を原料にしています。体内で尿
酸を作られにくくしたり、排泄を促すような
生活習慣も大切です。

食事で野菜、きのこ、海藻をとると、

尿がアルカリ性に傾き、肉類をと

ると酸性に傾きます。尿酸は中性

からアルカリ性の溶液によく溶け

るため、尿がアルカリ性に傾くと、

尿路結石の予防になります。

●野菜やきのこ、
　海藻を食べる

尿の量がふえ、尿酸の排泄を促すのに役立ちます。特に、暑い季節は発汗量が多くなる分、尿酸が結晶化しやすくなるので要注意です。食事とは別に、1 日に 1.5 ～ 2ℓを目安に水分をとるとよいでしょう。

●水分を
　しっかりとる

ウオーキングなどの有酸素運動は、肥満や生活習慣病の対策につながり、尿酸のコントロールや高尿酸血症の合併症予防に役立ちます。ただし、激しい運動はかえって尿酸の生成を促すので注意しましょう。

●有酸素運動

アルコールを代謝するときに尿

酸が作られます。また清涼飲料

水に含まれる果糖も、代謝され

る過程で尿酸が作られます。

　●ビール以
外の

　　アルコー
ルも要注意

●清涼飲料水
も控えめに

肥満は尿酸の排泄を妨げ、
体内の尿酸が増えやすくな
るとされています。

●肥満を解消

痛風・高尿酸血症が起こるメカニズム

尿酸値が高いとこんな病気の要因に

痛
風
・
高
尿
酸
血
症

若
い
人
に
増
え
て
い
る

痛
風
患
者
は
25
年
で
４
倍
に

　
痛
風
と
い
え
ば
、
以
前
は
美
食
に
よ
る
「
ぜ
い
た
く
病
」
と
も
い
わ
れ
、

中
高
年
の
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
若
い
世
代
に

増
え
て
い
ま
す
。以
前
は
50
代
に
み
ら
れ
た
発
症
の
ピ
ー
ク
が
、30
代
に
移
っ

て
お
り
、
20
代
の
発
症
も
少
な
く
な
い
と
い
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
の
痛
風
患
者
は
約
96
万
人
、
高
尿
酸

血
症
は
約
1
0
0
0
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

男
性
で
す
。

まずは生活習慣を
チェック

□ 肉料理や脂っこい料理が好き

□ アルコール類をよく飲む

□ 野菜やきのこ、海藻はあまり
　 食べない

□ レバーなどの内臓系をよく食べる

□ 食べすぎることが多い

□ 普段、水分はあまりとらない

□ 太っている

□ 甘い清涼飲料水をよく飲む

□ ストレスがたまっている

症状がなくても
　油断できない

尿酸がふえて
結晶化すると…

尿酸の
バランスが
くずれると…

⇒当てはまるものが多いほど、痛風や高 
尿酸血症のリスクが高いと考えられます

生活習慣病のリスクも
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　インフルエンザ流行の季節がやってきます。
　全国の契約医療機関や接種会場（集団接種）
で、標準的な料金で予防接種を受けられます。
高齢者の合併症を予防する効果も報告されて
います。今年は、健保組合の補助があります
ので、この機会にぜひご利用ください。

●被扶養者認定について、「兄姉」の同居要件がなくなります。
　現在は被保険者の「兄姉」を被扶養者とする場合、収入要件以外に同居していること
も条件となっています。
　10月からは、同居していなくても収入要件を満たせば、被扶養者として認定される
ことになります。
収入要件

●パート・アルバイトの社会保険の適用が拡大されます。
　従業員501人以上の事業所で働く短時間労働者（パート・アルバイト）で、
　　❖ 1 週間の所定労働時間が20時間以上であること。
　　❖月額賃金 88,000円（年収106万円）以上であること。
　　❖勤務期間が 1 年以上見込まれること。
　　❖学生でないこと。
　をすべて満たす場合、社会保険の加入が義務づけられ、健康保険の被保険者となります。

　　　インフルエンザ
 予防接種を受けましょう

※インターネットをご利用いただけない方は
健保組合へご連絡ください。

★予防接種は、指定医療機関の院内接種（10月～1月）、または東振協の指定会場での集合接種（会場毎の指定期間）となります。

契約医療機関、会場等の詳細は、健保組合
ホームページ（http://kpk.or.jp/）に掲載
しています。

　昨年度のインフルエンザは、28年1月から
3月にかけて全国で大流行しました。
　インフルエンザ予防接種の効果は、個人差
はありますが、罹患しても重症化を防ぐ効果

があるといわれています。接種後2週間から5カ月間は効
果が継続しますので、11月から12月までに接種を受けて
いただくことをお勧めします。

健保組合総務課
☎ 03－3634－5151お問合せ

今年も

まず、   東振協専用
「インフルエンザ予防接種利用券」

を健保組合ホームページから
ダウンロードしてください。

※接種料金は組合からの補助額（2,000円）
を引いた額になります。

契約医療機関にて
１人１回1,890円（税込・上限）

の契約料金で
受けられます。

利用方法は

契約医療機関または
集合予防接種予約先へ、
電話等で
　「予約申込み」　
をしてください。

指定接種日等に、
「利用券」と健康保険証

を提出し、料金をお支払いのうえ
接種を受けてください。

電話予約の際にお手元に
保険証をご用意ください

1

接種時期は
いつ？

対象者の年間年収が130万円（60歳以上または障害
者は180万円）未満で、被保険者の年間収入の 2 分
の 1 未満であること

同居している場合
対象者の年間年収が130万円（60歳以上または障害
者は180万円）未満で、かつ、その額が被保険者か
らの仕送額より少ないこと（手渡しは不可）

別居している場合

健康保険が一部改正されます10月から

2 3

10



　

【日　　時】	 平成28年6月28日（火）	午後3時30分
【場　　所】	 金属プレス会館　5階役員会議室
【議決事項】	 第１号議案：組合規約第4条別表の一部改正

	 第２号議案：第119回組合会の招集及び組合会に提出する議案について

【日　　時】	 平成28年7月13日（水）	午後3時30分
【場　　所】	 金属プレス会館　６階大会議室
【議決事項】	 第１号議案：平成27年度	事業報告について
	 第２号議案：平成27年度	収入支出決算について
	 第3号議案：平成27年度	決算残金処分について
	 第4号議案：組合規約の一部改正について
	 第5号議案：不納欠損処分について

第363回  理事会

第119回  組合会

Informationインフォメーション

け ん ぽ

事業所の削除・変更

平成 28 年 6 月 17 日
●株式会社　松村製作所	 新 ： 千代田区二番町12－6
 　　ホーマットアドミラル301号
 旧 ： 渋谷区千駄ヶ谷1－21

平成 28 年 6 月 26 日
●有限会社　及川製作所
　立川市柴崎町1－22－11

所在地変更事業所削除事業所

今年も下記のスキー場の割引リフト券を配布する予定です。
ご希望の方は、健保組合総務課までお電話ください。

「スキー場の割引リフト券」を
ご利用ください

◦舞子スノーリゾート
◦石打丸山スキー場

お申し込み時にご案内できる
予定です。

今年も

受付
開始 平成28年11月1日（火）

対象施設

割引料金

健保組合総務課　☎03-3634-5151

お問合せは……
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